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　この写真は、毎年６月に西条小学校で開催されていた「西条教育研究大会」の参加
者を撮影した写真です。今は、西条中央の高台に建つ西条小学校ですが、昭和37年に
移転するまでは西条駅の北側にありました。
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氏により実践された
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独
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」は、子どもの自主性、個性を重視した教育活動として全国から注目さ
れていました。独創教育の理念に基づく授業が公開される「西条教育研究大会」には、
多い年には全国から２日間で2,000余名の参加者を集め、西条駅周辺の旅館も賑

にぎ

わった
ようです。地域を挙げて開催されていた研究大会は、昭和３年から昭和34年まで戦時
中も休止することなく32回開催されました。戦前、戦後を通じて行われた研究大会を
通じて教員同士が切

せっ

磋
さ

琢
たく

磨
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し、より良い教育を求める伝統は、今も各学校で実施され
ている公開授業に引き継がれています。
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の４小学校の合併に伴い昭和37年に移転した後の旧
西条小学校の跡地は、その後旧西条保育所となり、現在は市営西条駅北駐車場へと姿
を変えています。

� 西条教育研究大会に向け黒橋を渡る参加者たち（昭和30年頃：南から）
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１ 　組織紹介

　令和12年度まで順次刊行する「東広島市史」の編さんのため、次のような組織と役割を
設定し、事業を進めています。

●市史編さん委員会
　市史編さんの基本方針や
基本計画、市史編さんに関
わる重要な事柄を審

しん

議
ぎ

しま
す。
　各分野の学識経験者や関
係団体の代表者で構成され
ます。

●市史編集部会
　市史編さん専門部会の代
表者で構成され、市史の編
集に関する専門事項や市史
編さんについて専門部会間
にまたがる問題について調
整を行います。

●市史編さん専門部会
　専門分野ごとに設立し、
市史のための資料調査や研
究、刊行物の執

しっ

筆
ぴつ

を行う組
織です。
　市史編さん委員会の決定
に沿って、部会長のもと執
筆を進めていきます。各分
野の専門家で編成されます。

東広島市史編さん事業組織図

市史編さん委員会名簿（20名）
役職 氏　名 所　属　団　体　等

委員長 勝　部　眞　人 広島大学名誉教授

副委員長 赤　木　達　男 東広島郷土史研究会会長

委員 石　田　雅　春 広島大学75年史編纂室准教授

委員 市　場　一　也 東広島市教育委員会教育長

委員 今　田　幸　博 東広島市文化財保護審議会会長

委員 岡　崎　　　環 広島民俗学会会長

委員 岡　橋　秀　典 広島大学名誉教授

委員 岡　谷　陸　生 豊栄町郷土史研究会会長

委員 川　口　一　成 東広島市副市長

委員 佐　竹　　　昭 広島大学名誉教授

委員 棚　橋　久美子 元広島大学客員教授

委員 谷　口　　　稔 黒瀬郷土史研究会

委員 中　坪　孝　之 広島大学総合博物館館長

委員 西　村　　　晃 広島県立文書館研究員

委員 本　多　博　之 広島大学大学院教授

委員 宮　本　征　昭 河内町郷土史研究会会長

委員 矢　原　大　和 安芸津町文化連盟顧問

委員 山　内　吉　治 東広島熟年大学名誉学長

委員 脇　坂　光　彦 元広島県埋蔵文化財調査センター調査研究課長

委員 渡　辺　弘　行 福富町郷土史研究会
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２ 　市史編さん専門部会紹介

　市史編さん専門部会では各分野の執筆者が市史編さんに向け、資料調査を進めています。
今回は、令和６年度を予定する先行編刊行に向け活動する２部会を紹介します。

酒 部 会

　江戸時代から現在までの東広島の酒造
りのあゆみをたどります。江戸時代には主
に地産地消であった東広島の酒造りは、明
治中期からの先

せん

進
しん

的
てき

な数々の取組が実を
結び、地域を支える産業となりました。全
国的な銘

めい

醸
じょう

地
ち

となった明治末期以降、今も
個性豊かな名酒の産地です。
　本部会では、古文書や行政資料などを読
み解き、聞取調査や実地調査もあわせて、
酒造りのあゆみを描きます。

部会長 棚　橋　久美子 元広島大学客員教授
部会員 石　川　良　枝 広島県立文書館従事員
部会員 尾　川　　　弘 元東広島市史編さん調査員

【執筆者】

西条独創教育部会

　明治時代の学校の誕生から現在までの
東広島の人づくりのあゆみをたどります。
なかでも大正12（1923）年に西
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氏により実
践された「西条独創教育」は、現在求めら
れる個別最適な学びと協働的な学びを体
現した先進的な教育活動でした。
　本部会では、「西条独創教育」の資料を
中心に読み解きながら、東広島で行われて
きた教育活動の歴史をまとめていきます。
【執筆者】

部会長 山　内　吉　治 東広島熟年大学名誉学長
部会員 小宮山　道　夫 広島大学森戸国際高等教育学院准教授
部会員 津　森　　　毅 学校支援センター長
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３ 　市史の資料を集めています

　市史を編さんするため、まちの歴史や東広島市らしさを語ってくれる次のよう
な資料を探しています。

〇 古い書物

〇 亡くなった家族の手紙や日記

〇 昔行われていた行事のチラシや新聞記事

〇 東広島市域で撮影された風景写真や家族写真

〇 古い絵葉書

〇 古い家並みなどを記した地図や絵図

〇 和紙に墨で書かれた書状や帳面

事務局通信
　先行編の執筆を担当する酒部会・西条独創教育部会ともに令和６年度の発刊を控え、調査や会議
など活動が活発になってきております。西条独創教育部会の豊栄小学校の資料調査に同行した際に
は、児童の皆さんが元気よくあいさつしてくださったことに感心したり、クマ除けの鈴をさげて下
校していたのに驚いたりしました。調査した資料には先生に引率されて子ども達が登山したり、安
芸高田へ遠足に行っている記録があり、その健脚ぶりにも驚かされました。
　これからも資料調査を通して新たな発見があるでしょう。
　市民の皆様にはどのような市史が編まれていくのか温かく見守っていただけると幸いです。
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このような資料があるときは、
ぜひ市史編さん室にご連絡ください。
皆様の情報提供をお待ちしています。


